
北海道の雪氷 No.29（2010） 

2010 年 1 月 17 日に北海道石狩中部で局地的に発生した大雪（その２）

－豪雪時の降雪の特徴－ 

 

金村直俊（札幌総合情報センター株式会社），山崎学（野外科学株式会社），丹治和博（一

般財団法人日本気象協会北海道支社），金田安弘（社団法人北海道開発技術センター），

日本雪氷学会北海道支部雪氷災害調査チーム  

 

１．はじめに 

2010 年 1 月 17 日の降雪では，JR の運休や高速道路の通行止めが発生し，これらの

交通障害により日曜日であったにも関わらずセンター試験受験者をはじめとして，JR

だけでも計 5 万人に影響が出たと報告されている．このような影響を及ぼした降雪と

はどのような特徴をもった現象であったのか，今後，備えるべきことは何かなどを検

討するための材料としての実態調査を実施した．  

 

２．調査方法 

(1) 調査方法 

気象庁アメダス

北海道開発局道路テレメータ

札幌市マルチセンサー

NEXCO東日本気象観測局

＜地点記号凡例＞

気象庁アメダス

北海道開発局道路テレメータ

札幌市マルチセンサー

NEXCO東日本気象観測局

＜地点記号凡例＞

アメダス石狩

 石狩中部および周辺地域における 2010

年 1 月 16 日から 1 月 18 日までの地上気

象観測データを入手し，降雪量他の平面

分布および時系列変化について調査した． 

 降雪量は毎正時の積雪深の値の差から 1

時間降雪量を算出し，マイナスの場合は

0cm とした．期間合計降雪量は前出の方

法により算出した 1 時間降雪量を対象期

間内で単純加算したものとした．以降，

本報告では積雪深差を降雪量と表現する． 

(2) 調査地点 

調査地点は，図-1 に示すとおり，石狩

中部地域およびその周辺地域に設置され

ている気象庁観測地点のほか，北海道開

発局道路テレメータ，札幌市マルチセン

サー，NEXCO 東日本気象観測局での観測

地点である．

図-1 地上気象観測データ地点 

（ただし積雪深観測地点のみ）  

 
３．調査結果 

(1) 降雪量分布（広域） 

 図-1 に示した地点における 2010 年 1 月 16 日から 18 日までの 12 時間降雪量を算出

したところ，1 月 16 日 12 時から 24 時の期間の降雪量は全体的に 10cm 未満，1 月 16

日 24 時から 1 月 17 日 12 時までの期間の降雪量は多いところで 50cm から 70cm の量
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が観測されている一方で，降雪量の多かった地域の周辺に位置する札幌市手稲区，西

区，南区や岩見沢市，三笠市では 5cm 未満となっていた．続く 1 月 17 日 12 時から 24

時までの期間では岩見沢市や三笠市で 20cm 近い降雪量が観測されているが，札幌市や

江別市での降雪量はほぼ 0cm であった． 

 

(2) 降雪量分布（札幌周辺） 
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の石狩市南部，札幌市，江別市における降

雪量分布図を図-2 に示す． 

 降雪量は，筋状の雪雲侵入時によくみら

れる帯状の分布を呈しているが，石狩市南

部から札幌市北東部，江別市にかけて 50cm

以上の降雪量を観測した地域が広がり，周

辺との差も大きく，非常に局地的な降雪現

象であったことが特徴として挙げられる． 

  

(3) 降雪の時間変化 

 次に，雪の降り方の特徴について，降雪

量の多かった図-2 の地点 A（降雪量 57cm）

と地点 B（降雪量 55cm）の前 1 時間降雪量

の時間変化により調査した．その結果を図

-3(a)，図-3(b)に示す． 

図-2 12 時間降雪量分布  

（2010 年 1 月 17 日 0 時から 12 時）

札幌市マルチセンサー積雪深計による観測値
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図-3(a) 図-2 地点 A における 

1 時間降雪量変化  

図-3(b) 図-2 地点 B における 

1 時間降雪量変化  

図-3(a)から，地点 A では降雪が約 10 時間継続しており，17 日 4 時から 8 時にかけ

ては 1 時間降雪量 5cm 以上という強い降雪であった．図-3(b)に示した地点 B では，降

雪の継続時間は地点 Aに比べて短いが，17日 3時から 4時にかけては 1時間降雪量 10cm

以上という非常に強い降雪となっていた．このように 12 時間降雪量ではほぼ同じ値で

あっても，降雪の特徴が異なっていたことがわかる． 

 

(4) 視程と風速 

１で簡単に触れたが，1 月 17 日は早朝から JR の運休や高速道路の通行止めが発生し

ていた．これらの原因として視程の悪化も考えられるため，観測データによる視程と

風速について調査した． 
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図-4(a)に NEXCO 東日本気象観測

局（北郷 IC 地点）における視程（太

実線），風速（マーカー付細実線）の

観測値の 5 分ごとの時間変化を示す． 

視程は，17 日 1 時 25 分から 9 時

50 分までの間，300m～400m に低下し

ていたが，この期間中の風速は 1～

3m/s 程度であった． 

北郷 IC 地点と近接する NEXCO 東日

本気象観測局（札幌 JCT 地点）での

積雪深データ（10 分ごと）と 10 分間

の積雪深差の時間変化を図-4(b)に

示す．図-4(a)と(b)を比較すると，

視程が低下していた期間は雪が降り

続いていたことがわかり，2 時から 4

時の間には一時的に1cm/10分間以上

の強い降雪になっていたといえる．

NEXCO東日本気象観測局：北郷IC地点
（観測値は5分ごとの値）
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図-4(a) 視程と風速の状況  

 

． 

 
４．除雪状況 

札幌市管理の道道，市道は，通行止

めにはならなかったものの，各種ヒ

アリングなどから，降雪量の多かっ

た地域の道路では渋滞が発生していたこ

とがわかっているため，当日の除雪状況について，札幌市より提供いただいたデータ

を用いて調査した

NEXCO東日本気象観測局：札幌JCT地点
（観測値は10分ごとの値）
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図-4(b) 積雪深と積雪深差の時間変化

札幌市の除雪区域は市内を 39 に区分している（平成 21 年度時点）が，その中で，

非常に降雪量が多かった地域，通常と比べれば降雪量が多かった地域，札幌市の除雪

基準である 10cm 程度の降雪があった地域について，降雪量と除雪状況を比較した結果

を図-5 に示す． 

図-5 には，1 月 16 日 9 時から 18 日 12 時までの合計降雪量が 62cm の札幌市北東地

域（拓北・あいの里地区），29cm の札幌市南東地域（北野・平岡地区），11cm の札幌市

北西地区（西区中地区）における，1 時間降雪量（マーカー付き折れ線グラフ），累計

降雪量（マーカー無し実線），除雪作業期間（棒グラフ）を示している． 

降雪量が 10cm 程度の西区中地区では 17 日 6 時には除雪作業が終了していたのに対

して，降雪量が非常に多かった北区の拓北・あいの里地区では，降雪が止んだ後，18

日の朝までほぼ連続して作業が行われていた． 
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図-5 札幌市内における除雪作業状況（1 月 16 日から 18 日）  
 
５．まとめ 

通行止めや JR の運休などを引き起こした降雪の実態について，地上気象観測データ

からその特徴を調査した．その結果を以下にまとめる． 

(1) 降雪は，北西から南東にかけ帯状に分布し，局地的に集中していた．  

(2) 5～10cm/時の強い降雪が長時間（最大 10 時間）にわたり継続していた． 

(3) 強い降雪の時間帯には，視程が低下していたものの，風は弱かったことから，

通行止めや JR 運休の主たる原因は大量の降雪によるものと考えられる． 

(4) 札幌市内では，このような状況の下で除雪作業が行われ，60cm 以上の降雪と

なった地域では，雪の止んだ後も半日近く除雪作業が継続されていた． 

 

今後，同様の現象が発生した場合，社会機能全般を効率的に平常時に戻すためには，

外出を控えることも選択肢として考慮すべきと思われる． 

 

謝辞 

本調査の実施にあたり，各種気象観測データをご提供いただきました関係機関（北

海道開発局札幌開発建設部，札幌市建設局土木部雪対策室，NEXCO 東日本）の皆様に御

礼申し上げます． 

 

Copyright ○c  2010 (社) 日本雪氷学会 
- 88 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


